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る.乳用牛頭数は 19601~三代に74.8 フ7頭 (1960) から 180 万頭 (1970) へと急激に増加した. 1960年代




いう大幅な減少をみせた (1970年:31万戸， 1980年 10万戸). これは1970年代前半の石油ショック
に起因する飼料価格の高J知人兼業化の進行とあいまって小規模飼養層の脱落を激しくしたことや，
1979年からの牛乳の生産調整の影翠Pとみられるの.この結果飼養農家 1戸あたり頭数は， 1970年の 6
頭から18頭へと飛躍的な増加を示したが，これは1960年時点の 8倍強にあたる.畜産統計によれば，
1971年に全体の60%近くを占めてν、た 5 未満の飼養農家数が， 1981年には20%強にまで減少する一
方， 30頭以上の飼養農家は年々増力1の一途をたどり， 1981年には16%，そのシェアは44%に達してい
る. 1970年代後半の価格水準に基づ、けは\酪農所得で家計収入をまかなうには最低12~13頭が必要で




1970 ，，~三: 3.41， 1980年:5. 14). 1 960年以降における乳用牛高密度分布地域を第2図でみると，北海
道東部地域への集lやと他地区の減分川原向が明確である. 1980年においてオ十 2σ 以上の地区は弱Isふ
根室 3 宗谷?網走，十!践の 5地区で1970年と全く変わっておらず，この 5地区の乳用牛合計は1980年




家率88.2%，73.0%と特に高く，査司養農家 1戸あたり頭数は41.4頭， 58.6頭と 1970年時点の 2.5倍に
増加している.北海道への乳mL:J二の集中は，牛乳生産費の 5割をしめる飼料費と 3割をしめる労働費
が他の都府県より安価であることと関係が深い.例えば1981&1三における飼料費は，牛乳 100kgあたり
北海道の 4，427p=]に対して他都府j果では 5，309I正労働費は北海道の 2，076円に対して他都府県では
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頭数は 3頭以上の層で増加， 2 以下の層で減少しているが，乳用牛と比較すると規模拡大のペース
は緩慢で， 1981年時点で 2頭以下の飼養農家が依然として全体の52%をしめている.
!勾用牛の分布をみると， 1960年代に強まった地域的差異が1970年代lこはあまり変化していない(変










































































































































































































頭数の割合， 1960年:31.0%， 1970年:23.0%， 1980年:19.1%) と北海道地域(!司1960年:8.6%. 
1980年:6.3%)や九州地域(!司 1960年:20.1 %， 1980年:20.1 %)の重要性の増加で特徴づけられ
よう. 1970年は配合飼料に吸引された大消費市場近接の大規模養豚経営の強化が指摘されたが(山本
・手塚， 1977)， 1980年は他の家畜同保，遠隔地の比重が増してきている. かつてはいわゆる残ぱん










採卵鶏羽数は1960年の4，610万羽から1970年の l億 7千万羽へと3.7倍に増加したが， 1970年代には 5
千万羽の増加にとどまった.これは他の畜産部門と同様， 1972年以降の生産調整により増3]S]が抑制さ
れたためである.採卵鶏飼養農家数は12.2万戸で総農家数のわずか2.6%，1970年時点の7.2%にまで







数〈σ/主)， 1960年:1.09， 1970年:1.20， 1980年:1.21). 1980年における高密度地区は，関東，中


















































1980年には幾つかの高密度地区が現われている.児湯 (1司3.2%，5，4823131)， 1i¥7K (1司2.2%，2，887 
31 )は， 1970年以前は密度の上で、は低い階級に属しており， 1970年代に採卵鶏飼養が急激に伸びたこ
とがわかる.これと対称的なのは相模原，京浜などであり，いずれも階級を急激に低下させた.
飼養農家率〈第 9図〉をみると，登米(15.7%)，栗原 (15.4%)，東磐井 (15.1%)を中心とする
東北地域と東頚城 (26.3%)を1=1コ心とする仁1:]部山岳地域，その他北海道南青1)，中国地方中部， I四国南
西部，九州東部の諸地域，すなわち比較的大消費地から離れた地域に高い.一方飼養農家 l戸あたり













しており，その結果飼養農家 1戸あたり羽数は， 1970年の 3，050羽から 15，900513Jへと 5倍強の急増を
示した.これは1976年以降のブロイラ一生産過剰が招いた価格低迷と， 1979年の配合飼料価格の値上
がりが主として小規模農家の脱落ーを招いたためである.そこで出荷羽数規模原j出蕗戸数により出荷戸
数の増加，減少の分かれ自を検討すると， 1万羽未満j習の激減 (1980年， 20 %)， 1 ~ 5万羽層の微






(σ/わ， 1965年:1.75， 1970年:1.53， 1980年:2.03). 1980年におけるブロイラー高密度分布地域
は，久慈〈飼養農家率 0.9%，飼養農家 1戸あたり 513数 117，700羽〉を中心とする岩手県北部と児湯
(向1.85%， 92，600羽〉および北諸 (1可o. 71%， 135 ， 800羽〉を中心とする南九州がまず挙げられよ


















































































%を 1!歪種馬(競馬用の)~~)が占め，飼養農家 1 戸あたり頭数が 10.6頭と多いのに対し， ト勝地誌では










次の変動係数は0.68，1. 25， 1. 63と増加しており，総家畜の地域差は年次を降るにつれて着実に大き
くなっている. 3年次の家畜構成の変化を第 l表に示した.
手し用牛は1960年代に伸びて1970年代にはほぼ一定であるのに対し，役|均用牛は1960年代にみられた
第 1表家畜構成の変化〈家畜単位換算， %) 
年次|乱用牛 I(役〉肉用牛 i 豚 |採卵鶏|ブロイラ-1 馬 羊
1960 15.8 44.9 9.2 13.1 15.1 1.9 
1970 22.1 22.0 19.4 26.1 8.2 2.1 0.0 


































































十Bを示す地区とよく一致する. 1980年に王十 2σ 以上の階級に属する地区は，いずれも Cの単独型
である.東北地域の畜産経営の中心はD十B型から C型へと変化したのである.では1960年時点でD
十B型の地!玄が1980年にどう変化したかを検討すると， D十BにPまたはCのどちらか，又は両方が
加わったもの 6地区， BにPまたはCのどちらか，又は両方が加わったもの10地区， D十Bのまま変










東海地域の高密度地区のうち， 1970年以降に現われた芳十 2σ 以上の階級に属するのは 4地区であ































































3 )換算率は牛 l頭が0.8単位，豚 1頭が0.2単位，鶏
〈ブロイラーを含む) 1羽が0.01単位である.なお
馬 I頭は1.0単位，羊 l頭は0.1単位である
Woytinsky W. S. and Woytinsky E. S. (1953): 
¥Vor1d Popu1ation and procluction 一一-Trends
and QutJook-一一一.
4)土井喜久一(1972):ウェーパーの組合せ分析法の
再検討と修正.人文地理， 22， No.5・6，1"'18. 



























に達しており p 関東の20%に次いで東海 (17%)と
並んでいる
15)長坂政信(1983):南九州におけるブロイラー養鴻
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わが国畜産業の地域的動向
Areal Patterns of Livestock Industry of Japan 
from 1960 to 1980 
Sh020 Y AMAMOTO and Akio BITO 
41 
This study concerns to analyse and clescribe the areal characteristics of livestock industry 
in ]apan during 1960-1980. The production trends of dairy cattle， beef cattle， pig， poultry 
and broiler ，司'eretaken under consideration. 
The results are summarIzed as fo11o¥''，1s. 
1. Decentralization of livestock procluction f1'om the ]apanese megalopolis is noticed 
during the 1960' s and 1970' s， because of the production regulations. the decrease in the' 
number of farmhouse， and environmental contamination. 1n the suburban areas， a sma11 
number of farmhouses engage in the large-scale livestock production. 
2. From the view point of livestock distribution. dairy production areas are in the 
Hokkaido region， the beef cattle production in the Tohoku region， the pig and poultry 
production in the 1王antoregion， the poultry production in the south-west anc1 broiler pro-
duction in southern Kyushu. 
3. The distribution pattern of livestock production sho¥'¥'s that the poultry areas are 
centrally located in the Tokaido-Sanyo megalopolis and the dairy production areas are 
located in eastern Hokkaiclo. These areas are the fl1rthest districts from the megalopolis. The 
beef cattle procluction is located between the two areas. Nevertheless， these trends of sp十
cialization are not clear enough as comparecl ¥'，1ith the 1970 pattern ¥vhich Yama111oto and 
Tezuka (1977) pointed Ol1t， because inclustria1ized poultry and broiler productions abruptly 
increasecl particl1larly in tlle Tokai and Chugoku regions. Combination patterns producing 
poultry and broiler production appear in 111.any districts. 
